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〔
展
評
〕 

 

春
陽
会
第
十
回
展 

 
 

春
陽
会
を
見
る 

（
上
） 

目
立
っ
た
明
る
い
空
気 

川
島
理
一
郎 

 

 

 
川
島
理
一
郎
（
か
わ
し
ま 

り
い
ち
ろ
う 

一
八
八
六
・
明
治
十
六
年
～

一
九
七
一
・
昭
和
四
十
六
年
） 

栃
木
県
足
利
市
に
生
ま
れ
る
。 

一
九
〇
五
年
渡
米
、
ワ
シ
ン
ト
ン
の
コ
ー
コ
ラ
ン
美
術
学
校
に
入
学
。
一

九
一
一
年
渡
仏
、
パ
リ
の
ア
カ
デ
ミ
ー
・
ジ
ュ
リ
ア
ン
、
そ
の
後
ア
カ
デ

ミ
ー
・
コ
ラ
ロ
ッ
シ
に
学
ぶ
。
サ
ロ
ン
・
ド
ー
ト
ン
ヌ
に
入
選
。
フ
ォ
ー

ヴ
ィ
ス
ム
、
キ
ュ
ビ
ス
ム
の
新
運
動
か
ら
刺
激
を
受
け
、
パ
ブ
ロ
・
ピ
カ

ソ
、
藤
田
嗣
治
な
ど
と
交
友
を
結
ぶ
。
ス
ペ
イ
ン
、
ア
フ
リ
カ
・
モ
ロ
ッ

コ
へ
の
旅
を
経
て
ア
メ
リ
カ
を
経
由
し
一
九
一
九
年
に
帰
国
。
一
九
二

〇
年
に
再
渡
仏
。
一
九
二
四
年
に
も
再
々
渡
欧
。
一
九
二
六
年
梅
原
龍
三

郎
等
と
国
画
創
作
協
会
第
二
部
（
後
国
画
会
）
を
創
設
。
一
九
三
五
年
同

会
脱
会
。
一
九
三
六
年
女
子
美
術
学
校
の
教
授
に
就
任
。
文
展
の
審
査
員

を
依
嘱
さ
れ
る
。
戦
中
従
軍
画
家
と
し
て
中
国
大
陸
に
従
軍
。
戦
後
日
本

芸
術
院
第
一
部
会
員
と
な
る
。
日
展
運
営
会
理
事
、
日
展
理
事
、
日
展
顧

問
を
歴
任
す
る
。 

 

  

作
家
の
立
場
に
あ
る
者
が
、
完
全
な
批
評
を
す
る
と
い
ふ
事
は
、
な
か
〳
〵
至
難
な
事

で
あ
る
。
随
つ
て
私
は
積
極
的
に
批
評
す
る
事
を
避
け
て
ゐ
た
が
、
本
紙
か
ら
是
非
に
と

い
ふ
注
文
で
、
余
儀
な
く
筆
を
執
る
事
に
な
つ
た
。
作
家
の
批
評
と
い
ふ
も
の
は
、
そ
の

立
場
か
ら
必
然
的
に
技
術
的
に
偏
同
し
易
い
も
の
で
、
屡
々

し
ば
し
ば

一
面
的
だ
と
い
ふ
そ
し
り

を
批
評
家
側
か
ら
受
け
て
ゐ
る
の
は
、
私
と
し
て
も
其
の
欠
陥
を
肯
定
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
さ
う
い
ふ
意
味
か
ら
す
れ
ば
、
私
の
こ
の
春
陽
会
評
も
亦
一
面
的
に
な
り
易
い

危
険
を
有
す
る
も
の
で
、
厳
密
な
意
味
の
批
評
と
は
な
ら
な
い
。
た
だ
作
家
と
し
て
の
立

場
か
ら
観
る
場
合
、
そ
こ
に
武
士
は
相
見
互
ひ
と
い
ふ
風
な
理
解
が
あ
つ
て
、
そ
の
理
解

に
出
発
し
て
、
幾
分
で
も
相
互
の
為
め
に
な
る
事
と
な
れ
ば
結
構
だ
と
私
は
思
つ
て
ゐ

る
。 

◇ 

 

昨
年
の
春
陽
会
は
、
折
悪
し
く
私
が
渡
仏
の
際
で
、
出
発
前
さ
う
こ
う

・

・

・

・

と
し
て
一
巡
し

た
だ
け
で
あ
る
か
ら
、
本
年
の
成
果
を
昨
年
と
厳
密
に
対
比
す
る
事
の
出
来
な
い
の
は

遺
憾
で
あ
る
が
、
大
た
い
に
於
い
て
本
年
の
春
陽
会
は
、
一
般
的
に
は
大
分
明
る
い
空
気

を
持
つ
て
来
た
や
う
で
あ
る
。
こ
の
明
る
さ
は
、
春
陽
会
の
作
品
の
中
に
、
い
ぢ
け
た
日

本
主
義
的
な
も
の
や
郷
土
的
な
も
の
が
少
な
く
な
つ
て
、
矢
張
り
近
代
仏
蘭
西
の
明
朗

性
と
で
も
い
ふ
や
う
な
も
の
の
感
化
が
次
第
に
拡
大
さ
れ
て
来
た
か
ら
だ
と
思
ふ
。
こ

の
点
か
ら
し
て
、
春
陽
会
の
中
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
ネ
オ
・
ク
ラ
シ
ズ
ム
の
影
響
が
多
分

に
浸
透
し
て
来
て
ゐ
る
や
う
で
あ
る
。 

 

一
方
又
技
術
の
方
面
か
ら
観
る
と
、
ず
ば
抜
け
て
優
れ
た
も
の
は
見
当
ら
な
い
が
、
素

描
的
基
礎
の
薄
弱
な
作
品
が
次
第
に
影
を
ひ
そ
め
、
造
形
的
な
条
件
を
整
備
し
た
作
品

が
比
較
的
多
く
現
は
れ
て
来
た
の
で
、
技
術
の
一
般
水
準
が
昨
年
よ
り
も
高
く
な
つ
て

ゐ
る
と
思
ふ
。
こ
の
技
術
の
水
準
が
一
般
的
に
高
ま
つ
て
来
た
と
い
ふ
事
は
、
勿
論
結
構

な
事
で
あ
る
が
、
一
面
こ
の
水
準
を
抜
い
て
新
た
に
問
題
と
な
る
や
う
な
事
は
淋
し
い

事
で
あ
る
。 
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◇ 

 
最
近
在
野
の
美
術
集
団
を
帝
展
に
合
流
せ
し
め
て
は
、
と
い
ふ
や
う
な
希
望
が
あ
る

と
聞
い
て
ゐ
る
が
、
こ
の
希
望
が
や
が
て
実
現
さ
れ
る
や
う
な
気
運
に
向
ふ
と
し
た
な

ら
ば
、
愈
々
吾
々
在
野
集
団
は
其
の
真
価
を
慎
重
に
考
慮
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
わ
け
で
あ
る
。

春
陽
会
も
此
の
機
に
於
て
一
つ
の
落
付
き
か
ら
立
ち
直
つ
て
多
く
の
問
題
を
画
壇
に
投

ず
る
や
う
な
新
し
い
気
運
に
向
ふ
事
を
私
は
特
に
切
望
し
て
止
ま
な
い
の
で
あ
る
。 

（
昭
和
七
年
四
月
二
十
八
日
付
） 

              

 

春
陽
会
第
十
回
展
も 

 
 

春
陽
会
を
見
る 

（
中
） 

注
目
さ
れ
る
水
谷
氏
の
作 

川
島
理
一
郎 

 

   

さ
て
、
個
々
の
作
品
に
つ
い
て
言
ふ
と
、
第
一
室
の
中
で
は
、
安
宅
虎
雄
氏
の
《
寺
と

花
》
以
下
の
六
作
が
注
目
さ
れ
る
が
、
安
宅
氏
の
作
品
は
明
ら
か
に
マ
チ
ス
の
影
響
下
に

あ
る
事
は
否い

な

め
な
い
。
然
し
全
体
に
色
の
階
調
に
乏
し
い
憾う

ら

み
が
あ
り
、
対
象
の
把
握
が

幾
分
表
面
的
で
あ
る
事
は
、
此
種
の
構
成
に
は
相
当
大
き
な
欠
陥
と
な
つ
て
ゐ
る
。 

 

第
二
室
に
入
る
と
、
青
山
義
雄
氏
の
《
裸
婦
習
作
》
以
下
の
諸
作
が
最
も
魅
力
を
持
つ

て
ゐ
る
が
、
青
山
氏
の
絵
の
具
の
使
ひ
方
に
は
独
特
の
よ
さ
が
あ
り
、
且
つ
色
の
階
調
も

芸
術
的
雰
囲
気
を
持
つ
て
居
て
、
ユ
ニ
ー
ク
な
存
在
を
示
し
て
は
ゐ
る
が
、
氏
の
デ
ッ
サ

ン
に
は
少
な
か
ら
ぬ
無
理
が
あ
り
、
此
無
理
が
氏
の
作
品
の
安
定
を
缼
く
因
由
を
な
し

て
ゐ
る
や
う
だ
。 

 

第
三
室
の
水
谷
清
氏
の
作
品
は
、
色
面
構
成
が
不
確
か
な
事
と
、
画
面
が
さ
は
が
し
い

事
と
が
、
是
等
の
作
品
の
構
成
上
の
効
果
を
余
程
減
殺
し
て
ゐ
る
と
思
ふ
。
中
で
《
セ
ビ

ラ
の
カ
ル
ナ
バ
ル
》
が
、
氏
の
作
品
中
、
最
も
す
ぐ
れ
て
ゐ
る
。
小
山
敬
三
氏
の
《
海
濱 

祭
日
》
は
、
相
当
の
力
作
で
あ
り
、
努
力
の
跡
も
窺
へ
る
が
、
惜
し
い
事
に
は
、
人
物
の

動
き
を
捉
ら
へ
て
ゐ
な
い
。
こ
れ
は
、
単
な
る
写
実
に
終
始
し
て
ゐ
る
か
ら
で
は
な
か
ら

う
か
。
又
構
成
的
な
方
面
か
ら
言
ふ
と
、
御
輿
を
担
ぐ
人
物
と
、
画
面
右
端
の
少
女
と
の
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関
連
が
、
有
機
的
に
結
び
つ
け
ら
れ
て
ゐ
な
い
為
め
に
、
画
面
に
の
び
や
か
さ
が
失
な
は

れ
て
ゐ
る
。
私
個
人
の
嗜
好
か
ら
す
れ
ば
《
京
の
舞
妓
》
の
方
が
、
遙
か
に
芸
術
的
な
感

興
を
感
ず
る
事
が
出
来
る
。
同
じ
室
に
あ
る
鬼
頭
甕
二
郎
氏
の
《
長
島
風
景
》
や
《
松
樹

と
麥
丘
》
の
二
作
は
、
氏
独
自
の
青
い
色
調
が
、
一
つ
の
特
色
を
持
つ
て
ゐ
る
が
、
こ
の

青
い
色
調
か
ら
来
る
冷
た
い
感
じ
は
い
か
ん
と
も
な
し
難
い
。 

 
 

小
山
敬
三 

《
海
濱
祭
日
》 

◇ 

 

第
四
室
で
は
、
林
倭
衛
氏
の
《
或
る
詩
人
の
像
》
が
注
目
す
べ
き
も
の
だ
と
思
ふ
。
此

作
品
は
、
林
氏
の
持
味
が
よ
く
出
て
居
る
し
、
又
、
全
体
が
如
何
に
も
自
然
に
、
楽
々
と

出
来
上
つ
て
ゐ
て
、
色
も
美
し
い
。
長
谷
川
昇
氏
の
《
Ｓ
嬢
》
は
、
ま
こ
と
に
長
谷
川
氏

ら
し
い
絵
で
あ
る
が
、
此
作
品
に
は
、
従
来
の
長
谷
川
氏
の
よ
さ
が
い
た
く
失
は
れ
て
ゐ

る
の
が
惜
し
ま
れ
る
。
小
林
徳
三
郎
氏
の
《
髪
を
梳
く
少
女
》
以
下
一
連
の
作
品
は
、
身

辺
の
生
活
描
写
と
も
見
ら
れ
る
も
の
で
、
か
う
い
ふ
意
図
に
は
好
意
を
寄
せ
る
事
が
出

来
る
が
、
氏
の
ぎ
こ
ち
な
さ
と
、
画
面
の
平
板
さ
と
が
、
是
等
の
作
品
に
親
し
み
難
い
雰

囲
気
を
醸
し
て
ゐ
る
。
然
し
色
合
ひ
の
上
に
は
氏
独
自
の
味
は
ひ
を
持
つ
て
ゐ
る
と
思

ふ
。 

◇ 

 

山
岳
描
写
を
専
ら
と
す
る
足
立
源
一
郎
氏
は
、
本
年
も
亦
《
白
馬
嶽
遠
望
》
以
下
の
山

岳
風
景
で
第
五
室
の
中
心
と
な
つ
て
ゐ
る
が
、
本
年
の
作
品
は
、
既
往
の
山
岳
描
写
に
比

し
て
、
そ
の
情
趣
的
な
要
素
が
著
し
く
失
は
れ
、
従
つ
て
画
面
に
浸
潤
の
気
が
乏
し
い
。

中
で
も
人
事
を
取
り
入
れ
た
大
作
《
高
原
散
策
》
は
、
そ
の
画
的
効
果
が
稍や

や

通
俗
に
傾
き

過
ぎ
た
憾
み
が
あ
る
。
上
野
春
香
氏
の
滞
欧
諸
作
は
、
絵
の
具
の
、
厚
み
の
あ
る
塗
り
方

に
、
此
作
者
の
特
異
な
技
術
を
認
め
る
事
が
出
来
る
が
、
デ
ッ
サ
ン
の
崩
れ
て
ゐ
る
事
が

欠
点
で
あ
る
。
山
崎
省
三
氏
の
《
冬
の
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
・
ド
・
巴
里
》
が
最
も
よ
い
効
果

を
持
つ
て
ゐ
る
や
う
だ
。 

（
昭
和
七
年
四
月
三
十
日
付
） 
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春
陽
会
第
十
回
展 

 
 

春
陽
会
を
見
る 

（
下
） 

木
村
荘
八
の
完
成
作 

川
島
理
一
郎 

 

   

第
六
室
は
、
日
本
画
室
で
あ
つ
て
、
先
づ
小
杉
放
庵
氏
の
洗
練
に
洗
練
さ
れ
た
《
水
郷

八
景
》
の
毛
筆
の
妙
味
と
、
森
田
恒
友
氏
の
《
山
麓
煙
霧
》
の
素
朴
な
自
然
観
照
に
、
心

を
惹
か
れ
る
。
中
川
一
政
氏
の
《
閑
行
帖
》
の
連
作
に
は
、
自
然
情
味
が
豊
に
表
現
さ
れ

て
ゐ
る
。
畫
面
の
中
に
は
す
べ
て
に
詩
が
あ
る
。
氏
の
技
術
は
稚
拙
で
あ
る
。
然
し
こ
の

稚
拙
が
芸
術
的
な
感
銘
を
与
へ
る
の
は
氏
の
詩
情
に
よ
つ
て
救
は
れ
て
ゐ
る
か
ら
だ
と

思
ふ
。 

◇ 

 

第
七
室
は
再
び
油
絵
と
な
る
が
、
こ
こ
で
は
岡
本
一
平
氏
の
帰
朝
土
産
と
も
云
ふ
べ

き
《
挨
拶
》
の
一
作
を
見
逃
す
事
が
出
来
な
い
。
こ
の
ト
ボ
ケ
た
、
一
種
不
可
思
議
な
作

品
は
結
局
ナ
ン
セ
ン
ス
に
過
ぎ
な
い
と
は
い
へ
、
此
全
体
的
な
風
格
は
、
単
な
る
画
学
生

の
筆
技
と
は
趣
が
違
つ
て
ど
こ
か
見
所
の
あ
る
の
を
感
じ
る
。
石
井
鶴
三
氏
の
諸
作
で

は
、
私
は
《
裸
女
習
作
》
な
ど
の
作
品
よ
り
も
却
つ
て
《
老
婦
念
仏
》
や
《
向
日
葵
》
な

ど
の
方
が
石
井
氏
の
才
分
が
自
然
に
流
露
し
て
ゐ
る
や
う
に
思
ふ
。
森
田
恒
友
氏
の
《
初

冬
》
は
お
だ
や
か
な
、
落
ち
つ
き
の
あ
る
画
面
で
、
大
家
ら
し
い
心
構
へ
を
画
面
の
中
に

見
出
す
こ
と
が
出
来
る
。 

 

第
八
室
に
這
入
る
と
、
中
川
一
政
氏
の
《
夜
久
野
》
其
他
の
作
品
が
特
に
目
に
つ
く
。

一
政
氏
ら
し
い
特
色
を
持
つ
画
面
で
、
色
に
は
生な

ま
の
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
こ
の
生
ま
の

色
が
よ
く
物
を
言
つ
て
ゐ
る
。
山
の
色
の
美
し
い
変
化
が
、
よ
く
把
握
さ
れ
て
、
そ
れ
を

作
り
ご
と
に
せ
ず
に
自
然
の
儘ま

ま

に
表
現
し
て
ゐ
る
の
は
よ
い
と
思
ふ
。 

◇ 

 

第
十
一
室
の
中
心
作
で
あ
る
木
村
荘
八
氏
の
《
牛
肉
店
帳
場
》
は
、
昨
年
か
ら
の
延
長

で
、
本
年
は
そ
の
完
成
作
が
再
出
品
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
此
画
面
に
描
か
れ
て
ゐ
る
江

戸
前
の
女
は
、
木
村
氏
の
や
う
な
江
戸
つ
子
で
な
け
れ
ば
、
そ
し
て
、
江
戸
前
の
女
が
心

か
ら
好
き
も
の
で
な
け
れ
ば
、
と
う
て
い
あ
れ
だ
け
に
描
き
上
げ
る
事
は
出
来
な
い
と

思
ふ
。
素
描
的
な
基
礎
が
確
実
で
、
技
術
に
不
安
の
な
い
の
が
此
作
品
に
一
種
の
重
厚
さ

を
生
み
出
し
て
ゐ
る
が
、
モ
チ
ー
フ
が
明
治
時
代
に
あ
る
た
め
に
、
現
代
的
な
感
覚
か
ら

す
れ
ば
何
ん
と
な
く
古
め
か
し
い
感
じ
を
免
れ
な
い
。 

 

横
堀
角
次
郎
氏
の
作
品
の
中
で
は
、《
帝
大
構
内
》
よ
り
も
却
つ
て
、《
顔
の
習
作
》
や

《
黄
葉
》
の
方
に
、
小
味
で
は
あ
る
が
、
よ
い
効
果
が
あ
る
と
思
ふ
。 

 

版
画
の
中
で
は
、
私
の
好
み
と
し
て
は
、
前
川
千
帆
氏
の
《
山
の
ホ
テ
ル
》、
古
川
龍

生
氏
の
《
草
と
昆
蟲
》
な
ど
が
、
前
者
に
は
味
の
上
で
、
後
者
に
は
構
成
の
上
に
、
夫
々

心
を
ひ
か
れ
る
も
の
が
あ
つ
た
。 

 

（
完
） 

（
昭
和
七
年
四
月
二
十
九
日
付
） 
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